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1．空間を固める，点と線の調和
─ 渡辺裕英さん

渡辺　昭和 33 年ごろ，新潟から東京へ飛び出
してきまして，桑沢デザイン研究所のリビング
デザイン科を1 年で修了してさまよっていたん
です。そのころ，上野公園の西郷さんの下で，
NHK でタイトルの執筆契約者を求めるという
新聞広告を読んで，応募しました。

その時初めてNHKというところへ入っていっ
たのです。もう，借りてきた背広をどう着たの
だかわからないほど緊張して。それで，11人採
用されました。

当時は，町に出て初めてテレビというものを
知ったくらいで，あんなもののデザインをするの
か，面白くないなと思っていました（笑）。やは
り紙の上にちゃんと線を引いて書くのがデザイ
ンではないかと。そんなことであまり気が進ま

  はじめに

「放送史への証言」は，放送の発展に尽力さ
れてきた方々へのヒアリングにより，放送の歴史
をオーラルヒストリーで描き出そうという試みで
ある。昨年度より，「テレビ美術研究」をスター
トさせ，その成果は月報でも報告してきた 1）が，
今回ヒアリングしたのは，その研究の過程で出
会った，「タイトル制作」に携わるデザイナーた
ちである。

テレビ番組は「タイトルに始まりタイトルに終
わる」。タイトルは，番組全体からすればほん
の短い時間，映し出されるものにすぎないが，
デザイナーはその一瞬に力を込める。今も現役
で活躍中の，NHKの初期のころからを知る2
人と，TBS開局当時からこの仕事に携わり，タ
イポグラフィーの第一人者でもあるデザイナーに
話を聞いた。

〈放送史への証言 〉

“制約”のなかの自由
～テレビ美術・タイトルデザインの草創期，そしてこれから～

メディア研究部（メディア史）　廣谷鏡子　

＜ タイトルデザインとは ＞
すべての番組にはそれぞれの題名があり，その番組内容にふさわしい表題がつけられている。そして必要に応じて，作者・演

出スタッフ，出演者の紹介，また内容によって図録，写真，フィルムなどを用いることもあり，このほか，書簡類，ポスター，広
告類および，表札，名刺などで表現することもある。そして，タイトルの良否は放送効果にきわめて大きい影響を与えるものであ
る。（『テレビジョン美術ハンドブック』昭和38年3月22日　ＮＨＫ中央研修所発行 より）

番組のメインタイトルからエンドロール，スーパー（文字だけが他の映像にオーバーラップする技法）やノルマル（1枚の用紙に
文字を書き込んで映像化し，そのままの状態で画面に出す技法），その他番組で使われるイラストやアニメーション，フォトデザイ
ン，図表，地図など，タイトルデザイナーが制作するものは多岐にわたっており，現在，そのほとんどはコンピューターによるもの
だが，かつて，それらはすべて「手書き」であった。テロップの文字だけをとってみても，そのツールは「手」から「写植機」，そして「コ
ンピューター」へと，大きく変革を遂げていった。今回ヒアリングしたのは，「手書き」時代を知る数少ないデザイナーたちでもある。
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ない感じだったのですが，採用されてからは，
内幸町の居室で，タイトルはこういうふうに作る
のだということを教わり，ポスターカラーの溶き
具合を「もう少し柔らかいかなあ」と言っていた
先輩が隣にいたことを覚えています。

昭和35年からNHK美術部のタイトル執筆
契約者となり，テロップ（タイトル文字や図形な
どを送出するための12.5cm×10cmのカード。
オペイクカードとも）2）に，6ミリくらいの文字を
書くのが仕事でした。単価契約で，入ったころ
は，テロップ1枚書いて，1Ｂ20円とか25円と
か，1Ｂというのが1単位だったと思います。毎
日，テロップを書き続けて，ひと月で，だいた
い1万5,000円くらいになりました。

朝のニュース番組を受け持つと，5時から仕事
場へ詰めます。2人組の当番制で，2行か3行くら
いの下ダブリ（画面の下部にオーバーラップさせる
スーパー）を書くんです。丸ゴシといって筆の先の
ちょっと丸い筆を使ってポスターカラーで書きます。
下ダブリはニュースだけでなく一般番組でも使う
ので，1日に10枚や20枚は書いていましたね。

何年かたつと，図録（グラフィック）もやるよ
うになりました。ニュースの解説やグラフなど

を，パターン（タイトル，地図，イラストなどを
直接カメラで映し，送出するためのカード。民
放では「フリップ」の呼称）にダーッと書いてい
くのですけれども，そこにちょっとしたイラスト
風なものを入れてくれという要望もありました。

『グラフNHK』の前身の雑誌 3）の表紙のイメー
ジ画に採用されたこともあります。グラフィック，
中でもアブストラクト（抽象美術）ですね。画面
構成というか，そんなことが好きでした。その
ころもまだ，テレビの仕事なんてあんなぼけた
ようなもの，なんて思ってましたよ（笑）。

字を書くのも嫌いだったんですが，そのうち
にドラマの字を書いてみないかと言われて。字
なんてものは，だいたい師匠に就くなどというこ
とが嫌いなので，習ったことはありません。

あのころは，何人かスタッフがいるところで，
こうこうこういうので，と話を聞いて台本を寄こさ
れるのです。昔から芝居が好きで，戯曲なども
読んだりしていたものですから，台本を読んでい
ろいろイメージを膨らませて書きました。大河ド
ラマのタイトルを初めて書いたのもこのころです

（図1）。今，振り返りますと，いいドラマがいっ
ぱいあったから私も書けたのではないかと思い
ます。近ごろ，台本は全然来なくなりました。

昭和３年，新
潟生まれ。（株）Ｎ
ＨＫアートで長年
タイトル制作に携
わる。特に，「筆
書き」の第一人者
として，ドラマを
中心にさまざまな
番組タイトルを手
がけてきた。現
在はフリーだが，ＮＨＫアートの居室で，ただ一人パソコン
の置かれていないデスクで作業している。コンピューターは

「触ったこともない。ぞっとします。電子的に字が浮かんで
くるのが嫌だし，紙に書かないと嫌です」

渡辺裕英（わたなべ ゆうえい）さん

図 1　大河ドラマ『太閤記』（1965.1.3 〜 12.26）
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和田勉さんが，椎名麟三の『約束』というドラ
マ4）で，タイトルを書いてくれと来たことがありま
す。この人はNHKでちょっと違うことする人だ
なあと思っていて，じゃ，和田さん，好きなよう
にするからと言いました。私もずいぶんと適当な
ことを言ったと思うのですが，いいよ，そうして
くれと言われて。筆で書いたって面白くないと思
い，鉛の太い線を探してきて，それを曲げたり
切ったりして，「約束」という字を組ませて，わり
と大きめにやったのです。そしたら「うん，これ
でいいんだ」と言ってくれましてね。あれだけは
手元に残しておくわけにはいかなかったのです
が，今でももう一度再現したいくらいです。ああ
いう仕事ができてよかったなと思っています。

演出家の中には何でもいいよというような人も
いますけど，チラッと一言言って，「うん，面白
いこと言う人だな」と思わせる仕事をする人もい
ます。そんな人は，こちらに任せてくれたのだ
なと思うし，その人も，じゃ，見に来るからね，
とか，こんな字もやってみたい，とか相談して
くれる。今，手書きタイトルの仕事は少しにな
りましたけど，できるだけ，その番組しか使わ
ないような字を探して書きたいと思っています。

立派な大書家の展覧会は行きませんで，公
募展などをよく見に行きますが，字というもの
は，丸裸になって壊してから，1本ずつ組み立
てていかないとできないなと思うのです。面白
くない字は，人間が小さいのです。人間が壊れ
ていないのです。壊すと，何でもつかまえられ
る気がします。私は立派な字を書こうとは思っ
ておりません。立派でなくても秩序がちゃんと
ある字，それだけです。秩序がなかったら，字
は字になっていかないです。空間をきちっと固
める点と線のきちっとした調和というのでしょう
か。そういうものの拡大とか縮小とか，絡まり

合いとか，それさえきちっとしていれば，字を
どんなに壊してもかまわない。自分も見たこと
ない字。そんな字をいつも探しています。
―今でこそ録画機器が普及していますが，テ

レビというのはそもそも1 回やったら終わり，

なかでもタイトルは冒頭に数秒出て終わり，と

いう一瞬の世界ですよね。その一瞬のために

心がけてこられたこと，大切にされてきたこと

はありますか。

渡辺　たった一瞬でも，受ける人，見る人，感
じる人はいます。長く見せても同じだと思いま
す。一瞬といっても読めるだけの時間はありま
すから。放送に使うのだからこれでなくてはい
けないということは思っていません。印刷物に
使うのだからこのくらいで書こうかなとも思って
いません。一番大本にあるものは，何だろうな
あ，骨だけなのではないでしょうか。肉を削り
落とした，骨だけの字，それがいい字なのでは
ないかな。いいというよりもかなわない字なの
ではないかと思います。私の字などを見ると肉
だらけですものね。
 
 “制約”のなかで壊す，守る

―やはり番組のタイトルをやるようになって

から面白くなったのですか，お仕事は。

渡辺　そうですね。わかってきました。きちっ
とした制約のなかで書かなければいけないと
いうことが。制約のなかでいかにいい印象を持
たせるようにできるかと。その制約だけが頭か
ら離れませんでした。たとえばドキュメンタリー
だったら，こういう字ではないだろう，とか，
悲劇はそんなたっぷりした，楽しそうな字で書
いてはいかんとか。そういう制約のなかで書く
ことです。そのなかで自分が壊した字をもう一
度まとめていくということです。
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―制約のなかで力を発揮することには満足を

されていると。

渡辺　はい。昔，小津安二郎の映画をよく見ま
したけど，わりと同じ書体の人が書いていまし
てね。今のテレビの若い人が考える字のほうが，
ずっとショッキングに書いています。昔の人は春
なら春の字です。今は春を絶対に春と読まな
い字で，グラフィック的に作ったりしている。そ
して読ませている。
―では今のほうがいいですか。

渡辺　いえ，今の字の世界はまだまだで，本
当にこうしたいという字を作ろうと思ったら，制

作者ととことん話していくべきではないでしょう
か。今は話さないですから。ただ原稿がパッと
来るだけです。最初に打ち合わせもあまりなくて。
NHK アートの窓口に書体の見本を置いているの
ですけれども，コンピューターの字がずらっと並
んでいるのを見て，これとこれで，などと簡単に
発注されて出来ていきます。タイトルはこういうふ
うに作りたいんだとか，いろいろな資料を持って
きてこんな字で何とかならないかと言ってくる若
い制作者が少なくなりました。タイトルがもっと面
白くならないかという声が聞こえてこないですし
ね。皆さん，当たり前な字が好きです。よくもま
あ面白くない字を選んでいくなあと（笑）。昔はもっ
とここを細くとか，大きくとか，注文がついたもの
ですが。静かなものです。スーッと発注してきて，
コンピューターの機械にサーッと打ち込んで，原
稿のコピーが 1 枚，そっと静かに流れてきます。

いまや，筆持ちは3人。手書き文字は減って，
デスクも心配しているようですけれども，書ける
人を今後養成するという声は聞こえてきません。
それは誰かのせいでもなくて，テレビの世界が
こんなことには関心を持たなくなったせいでは
ないかと思います。
―発注を受けてから，どれくらいの時間で書

き上げるのですか。

渡辺　1 日で書いたり，2 日で書いたり。地方
局から明日の2 時に欲しいというファックスが送
られてきて，指示は「いつものように明るく。こ
れは愉快な話だから！」だけ。その程度（笑）。
―ファックスで，明るい字（笑）。それでもめ

げずに書き続ける。やっぱりこのお仕事がお好

きなんですよね。

渡辺　ええ。もう，一番ですね。制約もある
なかで，壊すものは壊し，守るものは守り，と
いうものがある。ここでやる以上は外とは違う

「花へんろ─風の昭和日記─」『ドラマ人間模様』1985.4.13 ～ 5.25，
『ゆく年くる年』1957.12.31 ～，「ミツコ～二つの世紀末」『NHK 特集』
1987.5.4 ～ 6.1，『小さな旅』1983.4.8 ～　　　　　　　 （すべて NHK）

図 2　渡辺さんによる手書きタイトル
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ことをやらなければと思っています。ただ毎日，
白い紙に黒い文字を書くということ。それを毎
日，白紙の状態にしてやっていこうとしています。
字ではないかもしれません，読めなくなるかも
しれません。目に映ってくる点と線のぶつかり
合いのようなものを追求していきたいですね。
―筆文字のタイトルは，もう 45 年ぐらい書

いていらっしゃる。1週間で10 枚書いたとして，

年間 500 枚，これまでに 2 万枚以上書かれ

たということですね。

渡辺　そんなになりますか。タイトルだけでな
く，図録も，本当に夜を日についで書いていま
したね。朝までに間に合わないときは，寝たら
描けなくなるので，泊り込んで裸足になりまし
た。足を冷たくしたらどうだろうと。ずいぶん
めちゃくちゃやりました。

―ぜひ，渡辺さんの字で，という注文もあっ

たのでしょう？

渡辺　たまにそういう人がいましたね。今，そ
んなこと言う人，いませんわね（笑）。
―若いディレクターは，手書きタイトルの時

代があったことも知らないかもしれませんね。

手書きタイトルは，テレビの歴史そのものでも

あるんですよね。　　　　    　　 （2010.3.19）

  2．なんでもこなす「器用さ」が
 テレビを支えた  ─ 堀　正芳さん

堀　私は昭和 36 年に，NHK 美術部に契約デ
ザイナーとして採用され，その年の 7月に NHK
美術センターの設立とともにそちらに移りました。
教育テレビの開局もあって，その年は 13 名（男
性 7人，女性 6 人）が採用され，年齢もまちま
ちでした。生き残りは，僕 1 人です。

もともと高校を出てすぐ名古屋の会社で営業
をやっていたのですが，だんだんこのような仕
事に適さないと思うようになって。田舎の友達
が東京の武蔵野美術学校で絵だかデザインを
やっているという話を聞いて，ただ漠然と自分
もそういう仕事をやりたいなと思い，昭和33
年，受験のために上京しました。でも，何の準
備もしていなかったので見事に落ちて，結局，
断念。でもデザインにつながる仕事がやりたい
と思って，新聞広告を見ては探していたのです。

最初に仕事として就いたのが，いわゆる町の
版下屋さん。写植もまだ十分に発達していな
い時期で，文字のレタリングが中心でした。自
分でもかなり腕が上がったことがわかったけれ
ども給料は全然上げてくれないので辞めまして

昭和12年，岐
阜生まれ。昭 和
36年，（株）NHK
美術センター（現
NHKアート）設立
の年に入社，その
後フリーに。NHK
番組の手書きタ
イトルのみならず，
イラストから似顔
絵，法廷画まで幅広くこなし，さまざまな番組，印刷物
等でその作品を目にする機会は多い。

堀　正芳（ほり まさよし）さん

写真 1　瞬時に「大仏開眼」と書いてくれた渡辺さん
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（笑），池袋にあった東京丸物百貨店の宣伝部
装飾課で，吊り看板や立看板に店内の催しを
書く仕事をしました。1年いましたが，先輩が，
NHKの試験があって行ったよ，5万円ぐらい稼
いでいるよという話を聞いて（笑），採用試験を
受けてみたら受かっちゃった。版下屋で6,000
円の給料が，丸物では1万3,500円。NHKは
執筆契約でいわゆる出来高制でした。
―昭和 36 年といえば，ラジオ契約にテレ

ビ契約が追いついて，抜く年です。

堀　テレビの可能性がどんどん右肩上がりという
ことは，もう皆，感じていたのではないですか。
当時はテロップカードにもちろん手書きです。家
で探していたらこれが出てきたのですけれども

（写真 2），当時，僕はこの文字をポスターカラー
で，溝引き（定規）も使わないでフリーハンドで
書いています。丸はコンパスですが。「NHK 教育
TV」の部分は毎回使いますから，透明のシート
に決まりのロゴが印刷されていて，上から圧力を
かけると刷り込まれるという「刷り込み」方式でし
た。それ以外の文字は手書きですね。この時代は，
ニュースも含めすべて手書きでしたので，丸物百
貨店で 1年，文字を学習した成果は出せました。

当時美術センターにいた先輩が中心になっ
て，メーカーと一緒にテレビ用の写植機 5）を開
発していましたね。テレビ用というのはどういう
ことかというと，たとえば，明朝体という字体
は横線が細く縦線が太いのが特徴ですが，明
朝体でも横の線がテレビ画面の走査線に潜ら
ないようにという，それが1つの目標だったら
しいです。525本の走査線の線と線の中に引っ
かかってしまうと，字が欠けてしまう。だから，
横線を太くする。それで， 横線の太い「テレビ
明朝」（横太明朝）という字体が生まれるので
すよね。横線が新聞の活字などに比べてかなり

太めになっています。手書きだけの世界から，
写植機という機械ができて文字は写植で作る
時代になり，やがてコンピューターで表現する
時代になっていく。ずっと便利になり，使い勝
手がよくなっていきました。
―手書きの時代は，テロップの書き方にディ

レクターから注文はあったのですか。

堀　今ほど条件は厳しくないです。我々はこの
ような感じでというイメージを適当に膨らませ
て書いていましたね。この時代は，テロップ
サイズだけで，パターンサイズ（NHK では，A
─ 27cm × 19.5cm，B ─ 39cm × 27cm，C ─
54cm× 39cm の規格があった。現在，サイズ
は任意）が出てくるのはもう少し後だと思います。
―渡辺裕英さんのお話ですと，入ってすぐに

朝ニュースの担当になって，ずっとニュースに張

り付いてお仕事をされていたとか。

堀　ええ，確か当番制でしたね。ニュースス
タジオに行っては原稿をもらってそこで書いた。
テロップカードにフリーハンドで書くんですが，
これが一番緊張する仕事でした。ニュースだか
ら早く書かなければオンエアに間に合わないの
です。画面右下の NHK ロゴはプリントされて
いました。このころはモノクロばかりでしたが，
昭和 39 年の東京オリンピックあたりから，カ
ラー化の比率が上がったように思います。

写真 2　手書きのテロップカード（昭和 36 ～ 38 年ごろ）



32 　DECEMBER 2010

 手書きからコンピューター，
　　　　　　　　流れはとめられない
堀　『現代の科学』6）という最先端の科学を紹
介・解説する番組を足かけ 10 年くらい担当して
いました。ディレクターや講師の先生も一緒にア
イデアを出しあって，毎週，イラストや文字を
全紙パネルに 15 枚ぐらい描きました。使い回し
のパネルで，収録が終わると紙をはがし，また
無地の紙に張り替えていましたね。けっこうボ
リュームのある仕事で，3 日ぐらいかかりまして。

昭和39年に，美術センターの社員は辞めて
フリーになったのですが，そのころから，NHK
の仕事と並行して，『ばくさんのかばん』という
動く絵本とか印刷媒体の仕事を手がけたりもし
ました。

手書きからコンピューターに移行する間に， 
カッティングマシンという画期的な機械が登場
しました。昭和50年代半ばだったと思います。
カッティングマシンもコンピューターの一種で
しょうが，一字一字をまるで手で書くかのよう
に，機械の刃先が粘着シートを切り抜いていく
んです。あとはパネルに貼りつけるだけで完成
です。コンピューターで文字を作るようになって
からは，手書き文字は減ってきています。説明
的な文字というのは，写植のほうがきれいな字
が仕上がるし，あえて手書きでやる必要はない
し，コスト面でもそのほうがはるかに安くできる
ということで，手書きの需要はものすごく減って
きています。

僕は今，パソコンも使っていますが，もう若い
人について行けないというのが実感です。彼ら
はタブレットのペンを使って描いて，それに色
をつけるという作業をしているけれども，僕はイ
ラストの場合は紙に線描きして，それをスキャ
ナーで取り込んでからパソコンで色付けする。

画面上で加工できるし，保存もできて，エコで
すしね。ペインターというソフトは，まさに手書
き感覚で作業ができるものなのですが，僕はい
まだに使いこなせません。コンピューターを使っ
て手書きにより近く，という，それが1つの方向
としてあるみたい。いやむしろ，手書きにない，
というか，手書き以上の表現ができますよね。
―寂しさは感じませんか。今はもう，機械で

全部できてしまうというのは。

堀　寂しいといえば寂しいけど…，これも時代
の流れですね。手書きタイトルを書く人がいなく
なっているというよりも，需要がなくなっている。
つまり，フォントがものすごく増えてきた。かつ
てはフォントも明朝体，角ゴシック体，丸ゴシッ
ク体，その太い，細いくらいで，とにかく限ら
れていましたが，今，ものすごい数ですよ。あれ，
これは手書きじゃないかな，と思うようなもの
がフォントで間に合ってしまう。つまり，手書き
に近いフォントがいっぱいできたということなの
です。それを自在に大きさを変えて組み合わせ
れば，手書き以上のものができてしまう。コス
ト的に，手書きも決して高価ではないけれども，
コンピューターでやればはるかに安価に処理で
きる。限られた番組予算の中で，出来上がりが
間違いなくイメージできるという利点もある。

写真 3　「現代の科学」を担当していたころの堀さん
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―テレビのタイトルバックやタイトル文字に

携わってこられて，その面白さというのは何だっ

たと思われますか。真っ白い画用紙に何でも好

きなことを描く世界ではなく，ある制限のなか

で描くものですよね。

堀　一瞬に消え去るものだけれども，その文字
のいい・悪いというのは，一般の視聴者も判断
できるし，字というのはある意味生き物だから，
書く方も気が乗って書いた字と，そうでない字
の違いも出ると思いますし。やはり書くことが
好きということが根底にあると思うのです。
―そうですよね。若いころに，ご友人が美

大に行っているのを見て，「ああ，こういうこと

やりたい」と思ったときの情熱が，やはりずっ

と続いていらっしゃる。

堀　やはり，書きたい，上手くなりたいという
思いはずっとあります。

あと，僕の場合は，法廷画を描く仕事にも携
わりました。ちょうど，オウムの裁判のころで，
97年から足かけ6 ～ 7年，250数回，東京地裁
に通い，麻原彰晃（松本智津夫死刑囚）の裁判
が終わるまでは担当していました。麻原の顔をも
う飽きるほど描き続けたものです。とにかくぶっ
つけ本番の仕事だし，しかも法廷へ入ってから
の時間が短い。その日に描いたのを夜の7時の
ニュースで使う場合はまだ時間にゆとりがあるけ
れども，開廷が10時というのは決まっているか
ら，お昼のニュースだと時間がない。裁判の最
初のころ，裁判所の庭にテントが出るような時は
一番時間がないのです。30分後に仕上げなくて
はならない。色が付いていなくてもいいから，と
りあえず線描きしたものを放送に出す，というこ
ともあります。色付けは記者クラブでしますが，
時間がない。似てなきゃいけないし。

それで，これはもう早描きが上手くなるしか

ない。短時間で描くにしても被写体がなければ
駄目だし，そこで，早描きの練習です。電車の
中が一番描きやすい環境だと思って，小さなス
ケッチブックをいつも持ち歩くようになりました

（写真4）。今270冊目です。
―電車の中でスケッチを？  乗客をですか？

堀　はい。見ながら描くのは相手に対して失礼
なので，なるべく視線が合わない状態で。でも
気づかれて怒鳴られたこともあります。それが
270 冊ですから，1 冊 80 枚としても相当の枚
数です。新聞各社とテレビ各社，法廷画担当
者の横のつながりもあったのですよ。忘年会を
やったこともあって。
―法廷画家の忘年会って，皆で描き合ったり

して（笑）。しかし，法廷画を描くというのは，

まさに日本の犯罪の歴史を記録するというよう

な醍醐味がありませんか。

堀　そんな大それたものではないですよ。目の

図 3　堀さんによる手書きタイトル

「ひらり」『連続テレビ小説』92.10.5 ～ 93.4.3
『NHK 歌謡コンサート』93.4.17 ～
『鶴瓶の家族に乾杯』97.4.26 ～　　　　　　　　　  　 （すべて NHK）
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前にいる被写体を，言ってみればカメラ代わり
に写し取るだけだから。でも長期にわたる裁
判をスケッチし続けていると，たとえば麻原な
ら麻原の表情なり態度なりの変化はすごくよく
わかります。
―ほぼ番組タイトル一筋というお仕事の仕

方をされたのが渡辺さんだとすると，堀さんは

本当にいろいろな種類の仕事をされてこられま

した。

堀　いわゆる器用貧乏というやつです（笑）。
本当は間口狭く，深さがあったほうがいいので
す。本当のプロフェッショナルというのは，それ
を追求するものだと思うのです。自分の分野を
しっかりと確保して，いかに深めるか。渡辺さ
んがその代表例だと思いますけれども。
―いろいろなタイプの方がいらっしゃらない

と成り立たないです。テレビ自体が，本当に何

でもありの世界なので，それに対処できるデザ

イナーは必要ではないでしょうか。

堀　そうですね。50 年やってきましたが，そう
いう意味ではテレビ的だったということかもし
れないですね。自分でもこの世界にこんなに長
く従事するとは思わなかったです。（2010.3.19）

  3．書き直しのきかない，潔さ
 ─ 篠原榮太さん

篠原　もともと，ネオンサインをデザインして
いたのですが，ハリウッド映画『黄金の腕』7）

を見て，そのタイトルバックのすばらしさに感動
し，映像の仕事をしたいと思うようになりまし
た。でも，映画界は体質が古いと思い，まだ
未知の映像メディアだったテレビ界に飛び込ん
だんです。

昭和30年，TBS（当時，ラジオ東京テレビ・
KRT）が開局した時に，デザイナーとして入り
ました。美術課に，装置（セット），タイトル，
大道具，小道具，化粧，衣装とあって，美術
全体で50人くらいいたでしょうか。外にも仕事
を持っている人たちが多かった 8）。

当時は，1日4，5時間しか放送がなく，タイ
トルのことなんて誰もわからない。初めてのメ
ディアだから制約も多かったですし。タイトル
は台紙に手書きしていましたが，その台紙が白
だとハレーションを起こして使えないので，白
い台紙をグレーに塗って使うんです。写植をテ
レビで使うようになるまでは，手書きでしたか
らね。フリップはデザインしやすかったけれど，
ある日突然テロップサイズになって，小さいの
で書きづらく，それが技術的に無理で辞めた
人もいます。それに小さい文字は走査線の間
に沈んでしまうので，文字の大きさにも制限が
あった。

なんでも書いてました。時代劇も現代劇も，
ニュースも，天気予報の地図も。選挙速報もや
りました。毎日交代で泊まり当番がいて，時間
に追われながら書いていましたね。

ジレンマはありましたよ。せっかくデザインし
て指示をしても，その通りにならないんですよ。

写真 4　堀さん必携のスケッチブックと
乗客のスケッチ
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この役者を大きくしろとか（笑）。たとえば，1
枚のテロップで5人くらいしか出せない，60 分
のドラマだとエンドタイトルは1分程度と決まっ
ているので，それからはみ出してはいけない。
ディレクターから直に，これくらいの大きさの文
字で，と言ってきたり，画面の空間を無視され
たり。でもクレジットにタイトルデザイナーの名
前が出ない。タイトル作ってるのは自分たちな
のに（笑）。デザイナーとしての誇りを持てない
と，辞めていく人もいたけれど，僕には，「映
像」という分野が新鮮だったんです。

タイトルというのは，最初はむなしいと思った
けれども，短い時間に，一瞬ぱっと出るところ
に，むしろ快感を覚えるようになりました。映
像の世界でやってみたいという思いがあったか
ら，文字やイラストを描いて，それが画面に映
るのは，今までにない経験でした。映像に関
われることが喜びだったんです。画面にタイトル
という名前は出なくても，わかる人はわかってく
れる。自分たちで切り開いているという自負も
あった。

ステーションブレイクで，15 ～ 20 秒くらい
の局のイメージ広報のデザインをしたことがあ

りまして，そこでは創造性を発揮できて楽し
かったですね。デザインに自分のイメージを投
入でき，とてもやりがいがありました。だんだ
んこの世界が住みよくなってきた。認めてくれ
るようになったし，会社もそういうものに力を
入れるようになってきた。アニメのセクション
に指示をしてアニメーションを作って，賞をい
ただいたりもしました。テレビはさまざまな番
組があって，全部を掌握しないといけないか
ら，芝居や映画を見て勉強しました。追いつ
いていくのがまた楽しかった。カラーになった
らさらにやりがいが増えました。芸術祭参加な
んていうと，タイトルにも凝る。大きな仕事も
入ってくるようになりました。

テレビの世界では当初，セットデザインだけ
を「美術」と言っていたんですよね。そこは，ア
メリカなんかと全然事情が違う。タイトルデザ
インはテレビの草創期から重要なセクションに
位置づけられていて，著名なデザイナーがタイ
トルのイラストを描いたりしていたんです。羨ま
しかったね。

だから我々はまず最初に，考え方を述べて
から始めたんです。ただ文字を書けばいいと
いうものではない，と，制作を説得するのに
数年かかりました。その後，アメリカに出張さ
せてもらって，3大ネットワークを見学して，現
場を偉い人に見せたんですよ。そこではデザイ
ナーがディレクターの隣に座っている。それだ
け組織のなかで力があるということを見せて，
タイトルデザイナーって偉いんだね，なんて冗
談めかして上層部に意見を言ったこともありま
した。

筆文字のタイトルも，最初は，外部の書家や
有名人に頼んでいたんですが，急ぎでやること
が増え，内部のスタッフでこなさなければ間に

昭 和2年，東
京生まれ。TBS
開局当初から番
組タイトルのデ
ザインに携わり，
ACC（ 全 日 本
CM協議 会）賞
など，映像デザ
イン，グラフィッ
クデザインの受
賞多数。タイポ
グラフィーの第一人者として，書体のデザインも手がけ，
国内外での展覧会にも多くの作品を出品。多摩美術
大学ほかで講師も務めた。

篠原榮太（しのはら えいた）さん
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合わなくなってきて，書くようになったのです。
もうそれは書きまくりました。書道を習ったこと
もあるけど，いつも先生に反逆してたから，あ
まり好きじゃなかったねえ。でも，たくさん書
いたなあ。

TBSは何年間かはフリーでやって，関連会社
に移ったんですが，外の仕事にも多く携わりま
した。新派の題字や挿絵も書いた。よくやって
たと思う。趣味多様なんですよ。好奇心があっ
て，いろんなものに手をつけてる。

今は，コンピューターがなければデザインが
できない時代になりましたね。制作から原稿を
持ってくるのも，今やタイトルのセクションを通
らないっていうから。僕がディレクターと議論し
てよくなったと思っていたけど，今はどうでしょ
うか。ただ出してるだけ，というのでは，タイポ
グラフィーを無視してますね。

 日本の文字をデザインする難しさ

―「タイポグラフィー」9）という言葉が出まし

たが，タイトルデザインを考える際に，「文字」

についての知識は必要ですよね。

篠原　文字を使う人は，タイポグラフィーを勉
強したほうがいいと思います。現在はフォント
を使用していますが，欧文は 1 セット300 文字
くらいあればなんとかなるけれど，日本の漢字
はいくつあると思いますか。大漢和辞典には 5
万字くらいあるんですよ。でも，そのうち通常
使用する文字は 1 万 8,000 字くらい。だからテ
レビで使うフォントも，1 万 2,000 ～ 3,000 文
字は作っておかねばならない。最近は使える旧
漢字も増えていますしね。文字をデザインする
ということは，時間のかかるものです。
　僕も文字をデザインしていますが，たとえば

「篠」という楷書（図 5）は，3 年半くらいかか

『コンバット』1962.11.7 ～ 67.9.27
『月曜ロードショー』1969.10.6 ～ 87.9.21
『ありがとう』1970.4.2 ～ 70.10.22
『3 年 B 組金八先生』1979.10.26 ～ 80.3.28
『渡る世間は鬼ばかり』1990.10.11 ～ 91.9.26（第 1シリーズ）
 ＊現在放送中の第 10（最終）シリーズまで，すべて題字は同じ。

（すべて TBS 系列）

図 4　篠原さんが「書きまくった」タイトル

著作権の都合により掲載できません

0010734153
ノート注釈
0010734153 : Accepted

0010734153
ノート注釈
0010734153 : Accepted

0010734153
ノート注釈
0010734153 : Accepted

0010734153
ノート注釈
0010734153 : Completed

0010734153
ノート注釈
0010734153 : None

0010734153
ノート注釈
0010734153 : Rejected
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りました。もともとは写植のために作った文字
で，今はデジタル化してフォントになっています。
日本の文字は，画数の多い文字と少ない文字
があるから，手書き，写植も含めて大変なんで
すよ。骨格に不自由さがあるというか。漢字文
化は，欧文とは全然違いますから。

タイポグラフィーを研究したのは，文字を作
るにあたって，そのベースになっていることをや
らないと，興味がわかなかったからなんです。
自分の興味のためにやりだすと，じゃあ筆はど
ういうのから始まったんだろうかとか，明朝体っ
て誰が作ったんだろうとか，どんどん深みには
まっていく。たとえば，150年ほど前に，中国
に上海美華書館という活字の印刷工房があっ
た。ここの館長が長崎を訪れた際，活版製作
技術を伝授し，それが引き継がれて，日本のタ
イポグラフィーの源流となった，というような日
本の活字の歴史にとって重要なことも，忘れ去
られている。文字の原点がわからなくなってき
ているんです。

タイポグラフィーとは文字がどのように構成さ
れているかということです。デザイナーの力量
によって，文字に生命力が生まれ，芸術的な思
想を持つことができる。日本でタイポグラフィー
がうまく行っているかというと，そうでもない気
がします。大学でタイポグラフィーの授業を持っ
ていましたけれど，参加する学生は少なかった
です。卒業制作には多数集まったけど，あまり
その道に進む人はいないようですね。地味な印
象なんでしょうか。
―テレビの世界では，タイポグラフィーはど

う生かされているのでしょうか。

篠原　印刷は密度が濃くできるけど，小さい
字はテレビでは使えないですよね。文字の大
きさと空間がタイポグラフィーでは基本ですか

ら，残念ながらテレビでは難しいのです。デザ
イナーが割り切ってやっていると思います。そ
れに，文字に対する著作権意識が日本は低い
です。欧米のタイポグラフィーと全然違うんです
よ。英文フォントの「univers（ユニバース）」の
製作者として有名なアドリアン・フルテガーには，

「frutiger（フルテガー）」という，自分の名前の
書体まであります。漢字の書体は足りないので，
新しく作ろうとしても，メーカーは早く商品にし
ないと売れないから早く作れと急かせる。いい
書体を作るには時間がかかる。悪循環です。

デザインに興味がない人は，ただ文字が組
んである，としか思わないかもしれませんが，
日本語は縦書きと横書きが混在しているし，平
べったい平体字があったり，行間の取り方も難
しい。さらにテレビは，1つの画面にいろんな
書体が出てきますね。タイトルもサブタイトルも
クレジットも，エレメントが違うのが日本の文字
です。「ユニバース」なんか，1つの書体で20
種類くらいありますが，ワンセットの全体数が
少ないからできる。日本の文字は，英文並みに
作ると大変ですから，せいぜい2つか3つあれ
ばいいほう。一般の人は気にしないのかな。テ
レビ番組はそのうち消えちゃうという印象があ
るからでしょうか。

それに，今はコンピューターばやりで，せっ

図 5　篠原さんの作った書体　篠（しの）
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かくデザインした文字をやたら動かしたりして，
見えやしないです（笑）。
―筆文字のタイトルには，どれくらいの日数

をかけられるのですか？

篠原　早いものはすぐ書きます。長いものは気
に入るようになるまで何日もかかる。外からいろ
んな意見ももらいました。タイトルについての批
評が新聞に出たこともあって，いい時はもちろ
ん嬉しいですし，悪いことも書かれると，はっ
と思う。『女たちの忠臣蔵』10）というドラマでは，
オープニングタイトルで，四十七士の連判状を
使ったんですが，一人ひとりの名前を書体を変
えて書きました。血縁のある義士の字体は似せ
てね。そういうの，好きなんですよ。

プロデューサーの石井ふく子さんとよく話した
ものです。彼女の持論は，タイトルは本の表
紙と同じだからとても大切なものだ，と。タイ
トルをあまり重く見ない人もいます。テレビで黒
澤明シリーズをやった時は，黒澤監督は何度も
ダメ出ししたけど，松本清張シリーズでは，清
張さんはすぐＯＫが出た。
―この仕事の醍醐味ってなんでしょう。

篠原　書いたものが，テレビの画面という違っ
た次元に出るから喜びがあります。自分の世
界を放り込める。イラストでも文字でも，手で
書く，というのは，1 回で終わる，書き直しが
きかない潔さがあるんです。よく，何が本職な
の？って聞かれる。本当は絵がやりたかったけ
ど，戦時中で描けない時代だったからね。ど
うなるかもわからない世界に飛び込もうと思っ
たのは，好奇心旺盛な性格からです。どんな
紙で書こうかな，と思って紙を調べる。すると
のめり込んでしまう。今一番やりたいのは和紙
の紙漉

す

きです。
でも，文字を書くのが本職だと思ってます。

ひとつの方向に行かないで，行っては戻り，行っ
ては戻り。すべて自分でやらないと気がすまな
いから。書くと直せない，それが好きなんだね。
それがテレビの世界に合っていたのかもしれま
せんね。　　　　　　　　        　（2010.8.23）

 これからのタイトルデザイン
─ヒアリングを終えて

NHK，民放で，長年にわたりタイトルデザイ
ンを手がけてこられた3人のデザイナーの言葉
からは，「テレビ」という未知のメディアに飛び
込んだ先駆者の瑞 し々い思いとともに，この世
界に踏み込んでいいのかという戸惑いもあった
ことが伝わってきた。しかし，彼らは異口同音
に，テレビという世界の面白さに触れ，やがて
のめり込んでいった過程を語ってくれた。「手書
き」から始まったタイトル文字制作が，技術の
目覚ましい発展とともに，より簡便に，より効
率的になったことは，他の分野の例を見るまで
もない。だが，手書き時代に培った先駆者た
ちの精神はいささかもぶれることなく，今も彼

写真 5　自宅兼アトリエにて，自身の作品を前に
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らは前に進むことをやめていない。そのことに
感銘を受けた。

技術の発展，つまりフォントの多様化によっ
て，手書き文字の需要が減り，制作現場もそ
の必要性を感じていないという現状は，どう認
識すべきなのだろうか。3人のデザイナーそれ
ぞれに，まったく独自の個性を取材者は感じた
が，それが，彼らが書く文字に反映していない
といえるだろうか。フォントがいくら充実したと
しても，個々のデザイナーが，“一瞬”に込める
気概やその時の空気感のようなものは，“機械”
で表現可能なこととは思えない。テレビ画面と
いう制約のなかでこそ生まれた「自由」な精神
を，今後も次代へ伝えていく必要は本当にない
のだろうか。

しかし一方では，手書きと見まがう洗練され
たフォントが続 と々登場していることは，タイト
ルデザインの歴史にとって，喜ばしい前進でも
ある。人間の温もりのある「技」が，この世界
を牽引してきたことを記憶にとどめ，テレビが
60歳を迎えようとする今，その精神を受け継い
でさらなる発展を遂げていくことを，見届けて
いきたいと思う。

（ひろたに きょうこ）

注：
1）廣谷鏡子・米倉律「調査研究ノート“テレビ

美術”研究への視座とアプローチ」『放送研究
と調査』2009 年 6 月号，「テレビ美術から見る

『キャスターショー』の誕生と発展～『ニュー
スセンター 9 時』と『ニュースステーション』
のスタジオセット分析を中心に～」『放送研究
と調査』2009 年 11 月号

2）日本放送協会編『NHK テレビ美術読本』（日本
放送出版協会，1981 年）

3）グラフ誌『NHK』（1960.5 ～ 65.3 発行）現在は
NHK ウィークリー『ステラ』

4）「約束」『NHK 劇場』1964.11.20 放送
5）写植（写真植字）は，活字を用いないで写真的

操作で文字を組む方法。カメラとタイプライ
ターをミックスした機械（写植機）で，文字を
光源電球で照明し，1 字ずつカメラで写しとる。
印刷では使用されていたが，NHK では早くか
らテロップ制作に導入を計画し，昭和 31 年秋，
1 号機を導入している。NHK 美術センターは，
昭和 39 年に導入

6）1969.4.13～72.4.2 放送。一般対象の科学番組で，
以降，市民大学講座Ⅲ『現代の科学』に引き継
がれる

7）1955 年制作，タイトルデザインは，ソウル・
バス（Saul Bass 1920 ～ 1996） 

8）株式会社東京放送社史編集室『東京放送のあゆ
み』1965 年 5 月　「テレビ開局当時，美術課タ
イトル係は 7 名ですべての番組のいっさいのタ
イトルと，番組ＣＭ，スポット，ＣＭカード，
ＩＤカードなどのコマーシャルタイトルの制作
を担当していた」

9）篠原榮太「ベーシック・タイポグラフィ」『多
摩美術大学研究紀要』1993 年第 8 号　「タイポ
グラフィとは，活字（Type）を主体とした構
成デザイン。狭義では活版印刷術となるが，グ
ラフィックデザイン全域の中では，印刷媒体に
とどまらず，立体，映像など文字を主体に構成
した 2 次元，3 次元のものも，タイポグラフィ
というべきであろう」

10）1979.12.9 放送（TBS 系列）
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